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①不具合等の記載の有無の確認。(特記事項，懸案事項が記載されていないかどうか，検査結果に「不良」と記載されていないかどうか。) 

②記載内容の妥当性確認。(書類間に不整合，欠落が無いかどうか。) 

③技術基準適合維持義務違反の有無の確認。 

④報告義務違反の有無の確認。 

⑤無認可，無届工事の有無の確認。(電気事業法施行規則 別表第二の分類に従い適切に許認可を受けているか。) 

⑥国に約束した点検・工事の確実なる実施確認。 

当社が作成した検査成績書 

・定期検査成績書 A，B，C，D 検査 

①② 

・使用前検査成績書①② 

・溶接検査成績書（新法適用） 

①③⑤ 

当社保有 工事施工会社保有

当社に提出された工事報

告書 
・工事報告書①②③④⑤⑥

・委託報告書①②

工事施工会社が作成

している工事報告書

・工事報告書①②⑥ 

・委託報告書①②

工事施工会社の発注先が作成している

工事記録 ※１ 
・溶接検査記録（旧法適用）①② 
・ＶＴ，ＵＴ，ＥＣＴ等の記録①② 

※１：ほとんどが工事施工会社の工事報告書に添付され
る。工事施工会社の工事報告書に添付されない記
録で正式保管されているものは調査対象とする。 確認する観点 
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Ⅱ.工事施工会社の記録で異常状態の記載，不整合があ
った場合，記録間の照合を行う他，当社保有報告書～

成績書について不正有無を確認する。 

Ⅰ.チェックシートに基づき工事施工会社の報告書類に対し
て異常状態等の記載有無及び不整合有無を確認する。 


